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詳細については、TechNet の Volume Activation 2.0 Center を参照してください。
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コンピュータのインストール
最初の猶予期間 (OOB) 

30 日/60 日ごとに、
2 時間おきに試行する

コンピュータ

OOB からの正常なライセンス認証 180 日

KMS ホスト キーのインストール

マイクロソフトでライセンス認証を行います (電話または インターネット)

コンピュータ

正常にライセンス認証されたコンピュータ 180 日

コンピュータ

180 日

コンピュータのインストール

最初の猶予期間 (OOB)

30 日/60 日

KMS

通知

KMS ホスト
正常なライセンス認証 - 無期限 ハードウェアの変更など、MAK によってライセンス認証されたコンピュータと同じ動作
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許容範囲外 

(OOT) 猶予期間

30 日

MAK

MAK          
MAK

インストール キー

コンピュータ

OOB からの正常なライセンス認証 – 無期限  

コンピュータ

OOB からの正常なライセンス認証 – 無期限

 
コンピュータ

OOB からの正常なライセンス認証 - 無期限

コンピュータのインストール

最初の猶予期間 (OOB) 

30 日/60 日

Microsoft Windows ボリューム アクティベーション 2.0 タイムライン
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通知

通知

通知

コンピュータは、オンラインまたは

電話で随時ライセンス認証できます。

インストール キー

コンピュータは KMS 

ホストを検出すると直ちに自動的

にライセンス認証します。

ハードウェア
の変更

ハードウェア
の変更

OOT 猶予期間 30 日

MAK  キーのインストール

マイクロソフトでライセンス認証を行います (電話または インターネット)

OOT 猶予期間 - 30 日
2 時間ごとに

再ライセンス認証を試行

210

コンピュータ
7 日ごとに正常に更新する 180 日ごとに更新を実行する

コンピュータの再初期化 

1 台のコンピュータ
につき 3 回

     更新の試行

 7 日ごと

7 日

展開と管理

ボリューム アクティベーション 2.0 イメージ管理 

Sysprep.exe を実行する際に /generalize パラメータを指定すると、ライセンス認証タイマ、セキュリティ識別子などの重要なパラメータがリセットされます。 

ライセンス認証タイマをリセットすると、イメージの展開前にイメージの猶予期間が切れないようにすることができます。/generalized パラメータを使用するたびに Rearm 数が 1 つずつ減ります。

システム上で Rearm に 0 を設定すると、参照イメージを作成するために /generalized は使用されません。

 

 

Sysprep / 

generalize
更新 1 と 2 

のインストール

Sysprep / 

generalize
参照イメージのアーカイブ 

(Rearm = 2)

参照イメージの

アーカイブ 

(Rearm = 2)

参照イメージのアーカイブ 

(Rearm = 1)

参照イメージのアーカイブ
(Rearm = 2)

参照イメージのアーカイブ 

(Rearm = 1)

参照イメージのアーカイブ 

(Rearm = 0)
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既定では、Windows Vista と Windows Server 2008 のボリューム エディションは、KMS クライアント

として機能します。

インストールに関する詳細情報

更新 1 の

インストール

参照システム上での 
OS とアプリケーションの

インストール

Sysprep / 

generalize

Sysprep / 

generalize
更新 2 の

インストール Sysprep / 

generalize

1

 

参照イメージのアーカイブ 

(Rearm = 1)

 

Sysprep / 

generalize

KMS による
ライセンス認証

 (Rearm = 1)

新しい参照イメージ #1 

(Rearm = 0)

 

新しい 参照イメージ #2

 (Rearm = 0)

 

Sysprep / 

generalize

Windows Vista および Windows Server 2008 のボリューム ライセンス エディションのライセンス認証状態を監視および
管理するためのツールが提供されています。 

監視と管理ツール

2

2

 

リソース

マイクロソフト ボリューム アクティベーション
http://www.microsoft.com/technet/volumeactivation

Volume Activation Management Tool (VAMT) 

http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=77533

Windows Server 2003上の KMS ホスト

http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkID=77533

KMS Management Pack for System Center Operations Manager 2005 

http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=110332

ツール

ボリューム アクティベーション2.0 リソース 

次のプロセス図でイメージ作成と Rearn (再初期化) 数の管理方法を説明します。 再初期化は、ライセンス認証タイマをリセットする (OOB 猶予期間に戻る) ために使用します。

KMS によるライセンス認証を行うと、Rearm 回数は 1 に増えるため、/generalize を使用して新しい参照イメージを作成できます。

MAK は unattend.xml で "specialize" パスの参照イメージに追加されます。MAK は unattended.txt ファイルに

格納され、セットアップ プロセスで使用されます。 セットアップ プロセスの終了後、MAK は unattend.xml 

から削除されます。

 

 

 

ビルトイン機能

管理オプション ライセンス認証方法 注記

すべて SLMGR VBS
WMI インターフェイス
イベント ログ
パブリック APIs
AD DS を介して、ワークグループ、IP またはコンピュータ名を検出
プロキシは 1 台または複数のコンピュータをライセンス認証
CIDをキャッシュし、ハードウェアを再ビルド、またはハードウェアのイメージ
を再作成するために再適用

Volume Activation Management 

Tool (VAMT)

MAK / MAK プロキシ

KMS MOM パック (http://go.microsoft.com/fwlink/?linkid=83216) 
イベントのレポートおよびライセンス認証の監視

Microsoft Operations Manager 

2005 (MOM)
KMS

ライセンス認証クライアント データを収集およびレポートMicrosoft Systems Management 

Server (SMS) SP3
MAK および KMS

 

 

 

キー管理サービス (KMS)

KMS ライセンス認証プロセスの理解

SLMGR コマンドを使用して KMS ホスト上に "KMS" キーをインストールします。

KMS ホストは、マイクロソフトがホストしているライセンス認証サービスを利用して KMS キーにより
ライセンス認証されます。

KMS サービスを開始すると、その度に KMS サービスは DNS 内の SRV リソース レコードを登録します。

レジストリ エントリを使用して KMS ホストを検出します。 エントリが存在しない場合、DNS に対して
 KMS SRV レコードの照会を行います。

既定で 1688/TCP 上の KMS ホストに RPC リクエストを送信します (~250b)。

· クライアント コンピュータ ID (CMID) を生成します。 

リクエストを組み立て、署名します (AES 暗号化)。
· 失敗した場合は、再試行します (猶予期間内のコンピュータは 2 時間ごと、KMSによってライセンス認証

されたコンピュータは 7 日ごと)。

KMS ホストはテーブルに CMID を追加します。

KMS ホストは、ライセンス認証回数をクライアントに返します。

KMS クライアントはライセンス認証回数とライセンス ポリシーを比較し、ライセンス認証のしきい値に適合

すると、KMS クライアント自身をライセンス認証します。

· KMS ホスト プロダクト ID、間隔、クライアント ハードウェア ID をライセンス ストアに格納します。 

正常に処理された場合は、7 日ごと (既定) に再ライセンス認証を自動的に試行します。

KMS クライアントの KMS ホストとのインタラクション

KMS ホスト の設定

KMS 参照情報

KMS ライセンス認証のしきい値例

Windows 
Server 
2008

Windows 
Vista

KMS 
ホスト

Activation 
Count On KMS 
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KMS Activation Status
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4

1
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1

22

1
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26

Windows Server 2008
 のみ

Windows Server 2008
 のみ

両方

なし

KMS

Windows Server 2008
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DNS

DNS を登録
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KMS ホスト 

サービス

KMS ホスト

CMID / 日付 スタンプ

 

キーを
インス

トール

KMS を検出

クライアント コンピュータ ID (CMID) - ライセンス認証中

KMS ホスト上で (タイムスタンプと共に) キャッシュされる値。 

日付は、クライアントの更新時に更新されます。

Microsoft
 がホストしているライセンス認証サービス

一括 - 電話またはオンライン

DNS SRV レコード: _vlmcs._tcp 

5

5

インターネット

Machine1 CMID 7/11/08 00:00:00
Machine2 CMID 7/11/08 00:00:00

最大 50 の CMID を 30 日間キャッシュ

KMS ライセンス認証のしきい値は、OS タイプ間で

累積されます。 

Windows Vista および Windows Server 2008 のボリューム 

ビルド用の既定のライセンス認証方法

各 KMS キーは、6 台の KMS ホストを最大 10 回まで

ライセンス認証できます。

各 KMS ホストは、 ライセンス認証を何度でも行うこと

ができます。

KMS クライアントは、180 日間ライセンス認証されます。

KMS ホストにおける構成可能なパラメータは、

更新間隔 (7 日)、再試行間隔 (2 時間)、KMS で個別に設定

されている (ホスト間でのデータのレプリケーションは

なし) ポート (1688) です。
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顧客がホストしているローカルのライセンス認証サービス

ボリューム アクティベーション 2.0 ライセンス状態

Windows Activation 2.0 の運用

Windows Vista または Windows Server 2008 コンピュータは、 

「猶予期間」、「ライセンスされている」、「通知」のいずれかの状態になります。

Windows Activation 2.0 の運用
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WGA 検証に失敗した場合:  

認証キーによりライセンス認証
を行い、検証に合格する必要が

あります。
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2手順  2  を実行することで、コンピュータを「通知」から「ライセンスされている｣

に移行できます。

最初のインストールが完了すると、コンピュータは OOB 猶予期間に入ります。

ライセンス認証を行うには、プロダクト キー (MAK) をインストールし、

オンラインまたは電話でライセンス認証するか、あるいは KMS ホスト (KMS) 

を検出してからネットワーク経由でライセンス認証を行います。

ライセンス認証 (またはKMS による再ライセンス認証) に失敗すると、

コンピュータは「通知」に移行します。

ハードウェアの大幅な変更を行うと、コンピュータは許容範囲外 (OOT) となり、

猶予期間に入る場合があります。 ライセンス認証 (手順 2  ) を行うことで、

コンピュータは猶予期間から移行できます。

2

マルチ ライセンス認証キー (MAK)

MAK ライセンス認証プロセスの理解

プロダクト キーの変更ウィザード または WMI スクリプトを使用し、イメージの一部 

として VAMT を 使用して MAK を配布します。

MAK クライアントは、インターネット (SSL) 経由でマイクロソフトに 1 回接続して
ライセンス認証を行うか、マイクロソフトに電話で問い合わせます。 大幅なハードウェア
の変更を行った場合は、再ライセンス認証が必要になります。

MAK 非依存ライセンス認証

VAMT を使用する MAK プロキシ

Microsoft Active Directory から、またはネットワーク探索 API を介してコンピュータを
検索します。

WMI を使用して MAK を適用し、インストール ID (IID) を収集します。

必要に応じて、コンピュータ情報を XML ファイル (コンピュータ情報リスト - CIL) 

にエクスポートします。

インターネット (SSL) 経由でマイクロソフトに接続して、対応する確認 ID (CID) 

を取得します。  必要に応じて、CID を使用して CIL XML ファイルを更新します。

CID を適用することで、MAK プロキシ クライアントをライセンス認証します (必要に応じ
て、最初に更新済みの XML ファイルをインポートします) 。 大幅なハードウェアの変更を
行った場合は、再ライセンス認証が必要になります。

MAK 参照情報

MAK プロキシ ライセンス認証 (VAMT)

x86、英語版のみ

Windows
®
 XP SP2 またはそれ以降、

Windows Vista、Windows Server 2003、

および Windows Server 2008

マルチ ライセンス認証キー (MAK) 

は、マイクロソフトがホストしている

ライセンス認証サービスを使用した 

1 回限りのライセンス認証に使用

します。MAK 非依存ライセンス認証は、

電話またはオンラインで行います。

各 MAK は、組織のボリューム ライセ

ンス契約に基づいて許容ライセンス

認証数が事前に規定されています。 

Windows Server
®
 2008

リモート WMI (ローカル管理が必要) 

ファイアウォール - 例外、ローカル サブネット (既定)

 

マイクロソフトがホストしているライセンス認証サービスを使用する一括ライセンス認証

コンピュータ情報

リスト(CIL) – 

XML ファイル
3

2

5Volume Activation 

Management Tool (VAMT)

 

 

ライセンス認証中に 

使用されるコンピュータ、

MAK キー、CID、および

その他のコンピュータ情報を 

保存している VAMT を 

使って保存された CIL XML 

ファイル。

Microsoft
®
 がホストしている

ライセンス認証サービス

インターネット

一括 - 電話またはオンライン
Active Directory

®

1

2

2

1

MAK

2
MAK

4

5

確認 ID (CID):   

マイクロソフトからの

ライセンス認証の応答
IID を送信し、CID を受信する

Windows 

Vista
®

MAK
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KMS は、組織のコア ネットワークに良好に接続されているコンピュータや、定期的に接続されるコンピュータに対して推奨される

ライセンス認証方法です。MAK ライセンス認証は、接続に制限があるオフサイトのコンピュータや、一時的にコア コンピュータに接続

できなくなるコンピュータに対して推奨されるライセンス認証方法です。

インフラストラクチャ オプション 推奨設定

物理マシンの台数が KMS ライセンス認証のしきい値以上の場合:
   小規模な組織 (100 台未満): KMS ホストが 1 台
   中規模な組織 (100 台を超える): KMS ホストが 1 台以上
   エンタープライズ: KMS ホストが 2 台以上

物理マシンの台数が KMS ライセンス認証のしきい値以下の場合:
   MAK (電話またはインターネット接続)
   MAK プロキシ

クライアントと既存の KMS ホスト間でファイアウォールを開くことが可能な場合:
   コア ネットワークで KMS ホストを使用

ポリシーによってファイアウォールの変更を禁止している場合:
   物理マシンの台数が KMS ライセンス認証のしきい値以上の場合、ローカル KM ホスト
   を使用    
   MAK (電話またはインターネット接続) または MAK プロキシ

物理マシンの台数が KMS ライセンス認証のしきい値以上の場合:
   KMS ホストが 1 台 (隔離されたネットワークごとに)

物理マシンの台数が KMS ライセンス認証のしきい値以下の場合:
   ライセンス認証なし (再初期化)
   MAK (電話)
   MAK プロキシ (スニーカーネット)

   コアに定期的に接続するクライアントの場合:
       コア ネットワークで KMS ホストを使用        
   コアに接続しない、またはインターネットに接続できないクライアントの場合:
       MAK (電話)

   物理マシンの台数が KMS ライセンス認証のしきい値以上の場合
       小規模な組織: KMS ホストが 1 台
       中規模な組織: KMS ホストが 1 台以上
       エンタープライズ: KMS ホストが 2 台以上
   物理マシンの台数が KMS ライセンス認証のしきい値以下の場合
       MAK または MAK プロキシ (スニーカーネット)

セキュリティで
保護された環境

支社、セキュリティで保護されている
ネットワーク セグメント、

DMZ 接続状態が良好な LAN、

ゾーン化された環境

隔離された環境

隔離されたラボ開発、

または短期使用

ローミングまたは

切断された環境

インターネットまたは

 コアに接続されていない環境

ローミング状態にあるマシンは、

コアまたは VPN 

を介して定期的に接続

コア

接続済みの LAN

最も一般的なシナリオ

 

 

イーサネット

コア KMS

ホスト

それぞれのコンピュータ グループのネットワークへの接続状況を考慮して、ライセンス認証方法を選択してください

ライセンス認証の計画

インターネットに接続していないネットワーク (エアギャップ ネットワーク) の場合:

 

2手順  2  を実行してライセンス認証し、検証して (http://www.microsoft.com/genuine) 

「通知」から「ライセンスされている｣に移行します。

7

6 オンライン検証に失敗すると、コンピュータは「通知」に移行します。

通知

6

すべての OOT 猶予期間は 30 日です。

 

 

 

最初の猶予期間 (OOB) は Windows Vista の場合 30 日、Windows Server 2008 の場合 

60 日です。

システムが猶予期間内であれば、いつでもライセンス認証を実行できます。  

 すべてのエディションは最大 3 回まで再初期化が可能です。 

Windows Vista Enterprise SP1 は最大 5 回まで 再初期化が可能です。 

ボリューム アクティベーション 2.0 キー管理

* Hyper-V が組み込まれていないエディションも含まれます。

プロダクト キーと適用対象

製品グループ A：
Windows Web Server 2008 

製品グループ B：

Windows Server 2008 Standard、
Windows Server 2008 Enterprise* 

製品グループ C:

Windows Server 2008 Datacenter*、
Windows Server 2008 for Itanium-based Systems

製品グループ クライアント VL:

Windows Vista Business、
Windows Vista Enterprise

製品グループ 
ライセンス認証される製品

Client VL A B C

KMS

MAK

KMS
KMS

MAK

KMS

MAK

KMS

MAK

KMS

KMS KMS

KMS

KMS

ボリューム ライセンスの基礎

ボリューム ライセンス ボリューム ライセンス サービス センター (VLSC)

VLSC では、VL 契約の管理、ライセンス製品の

ダウンロード、プロダクト キーへのアクセスを

行うことができます。 

VLSC では、Microsoft ライセンスに関する声明の閲覧、

および VL 資格のレポートが可能です。

VLSC は、eOpen および MVLS サイトの機能を

引き継いだサイトです。

詳細については次のサイトをご覧ください。
http://www.microsoft.com/licensing

 

 

 

 

 

 

 

Windows Vista
®
 用に提供している VL は、アップグレード 

ライセンスで、条件を満たした Windows
®
 クライアント 

オペレーティング システムが必要になります。

VL メディアを使用すると、セットアップ時にプロダクトキー

は必要ありません。 

起動可能なイメージを作成するには、VLSCからメディアを

ダウンロードします。 

VL のお客様は( 既定で) Windows Vista 用のアップグレード 

メディアを取得します。

Windows Vista Ultimate は、SA の特典として VLをご利用

いただくお客様しか利用できません。 SA コール センター経由で 

Windows Vista Ultimate に提供されている販売キー、KMS または 

MAK を使用してライセンス認証を行うことはできません。

詳細については次のサイトをご覧ください。 

http://www.microsoft.com/licensing

 

 

 

 

 

 

 

 

顧客は 1 グループごとに MAK と KMS を 1 ずつ受け取ります。

KMS キーは階層的にライセンス認証しますが、MAK はグループ内の Windows エディションしかライセンス認証できません。

Windows Server 2003 および Windows Server 2008 上でホストされる KMS は、使用している KMS キーによってすべての Windows Vista および Windows Server 2008 エディションを

ライセンス認証できます。

Windows Vista 上でホストされる KMS は、Windows Vista しかライセンス認証できません。

組織の MAK または KMS キーの追加のライセンス認証を要求する場合は、マイクロソフト ライセンス認証コール センター (http://www.microsoft.com/licensing/resources/vol/numbers.aspx)

へお問い合わせください。

プロダクト キーが侵害された (認証されていないユーザへの漏洩など) 場合にもプロダクト キーを交換できます)。 

KMS が KMS クライアント コンピュータのライセンス認証を

行うには、ネットワーク環境内に一定の台数を超える物理コン

ピュータが存在する必要があります。この台数をライセンス

認証のしきい値といいます。 Windows Vista に対するライセンス

認証のしきい値は、 物理 コンピュータ 25 台です。

Windows Server 2008 に対するライセンス認証のしきい値は、 

物理コンピュータ 5 台です。

©2008 Microsoft Corporation.  All rights reserved. Microsoft、Active Directory、Windows、Windows Server、および Windows Vista は、Microsoft 企業グループの商標です。  このドキュメントの情報は、コンテンツに関するマイクロソフトの見解を示すものです。 明示または黙示にかかわらず、これらの情報についてマイクロソフトはいかなる責任も負わないものとします。 

詳細については、TechNet の VISTA スプリングボードをご覧ください。

http://www.microsoft.com/springboard
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更新 1 の

インストール

更新 1 の

インストール

KMS による
ライセンス認証

 (Rearm = 1)

更新 2 の

インストール
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